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2023年トルコ地震

• 2023年2月6日 トルコ南東部のカフラマンマラシュを震
源とする地震が発生。被害は国を越え隣国シリアに及んだ。

• 犠牲者はトルコ50,096人（うちトルコ国内のシリア人は
6,600人）、シリア4,500人以上。

トルコ・シリア地震と国際支援の状況（出所：EG-ECHO)
トルコにいるシリア人の避難テント

トルコ人の避難テント



1995年阪神・淡路大震災
• 1995年1月17日 兵庫県南部を震源とする地震。死者

6434人（うち外国人は174人）。

• 阪神・淡路大震災当時の兵庫県の在留外国人は97,257
人。ベトナム難民の最大の受け入れ拠点の一つ。

• 外国人への情報提供や支援体制は十分ではなかった。

長田区野田北部・鷹取東地区（写真：神戸市） 阪神高速（写真：神戸市）



多文化な日常が進むなかで
災害時の「誰一人取り残さない」

どのように実現するのか



1. 大規模災害における
外国人避難支援をめぐる課題

• 1923年 関東大震災
• 1995年 阪神・淡路大震災



1923年関東大震災

諸井孝文、武村昌幸「関東地震（1923年9月1日）による木造住家被害データの整
理と震源分布の推定」日本地震工学論文集第２巻、第3号、2002年pp41より



1923年関東大震災

1923年9月1日11:58 マグニチュード7.９

• 東京府、神奈川県、千葉県、埼玉県、静岡県、山梨
県、茨城県等１府９県が被害を受けた広域災害。

• 死者・行方不明者は105,385名。

• 中央政府が大規模な被害を受けた。大蔵省・通信省
焼失。他の省庁の被害も大きかった



横浜外国人居留地の被害

• 横浜は日本最大の外国人居留地であった。
• 外国人居住者は7,968人（中国4,800人、英国1,093

人、米662人）

• 24領事館、2公館

• 地震による被害
• 人的被害（死者1,789名、負傷者2,353名、行方不明

者1,109名）
• 外交団も甚大な被害を受けた。英総領事館全焼、

総領事代理死亡。仏総領事館全焼、領事死亡 米
国領事死亡。

（横浜市震災誌第三冊, 1924年）



日本における外国人居留地
○開港
1858年日米修好通商条約・
神奈川（横浜）・長崎・新潟・兵庫（神戸）の開
港・外国人の居留を決めた。
○開港年月日
1859年7月1日 函館・横浜・長崎
1868年1月1日 神戸（1868.1.1-1899.7.16）
1869年1月1日 新潟



外国人居留地の人口の推移

横浜外国人社会研究会・横浜開港記念資料館編
「横浜と外国人ー激動の２０世紀を生きた人々」日本経済評論社2015年より作成



広域避難

• 避難者対応は困難。政府は帰郷地方行を奨励（9月3日）
鉄道省は、罹災者に限らず震災救援に関わる人の
電車・船舶の運賃を無償にすることを決定。
被災者は全国に一斉に避難。各地に救護所ができ支援。



神戸外国人居留地による支援

◯横浜への支援
９月２日朝 外交団による支援協議
９月３日15時
神戸体育館劇場にて外国人コミュニ
ティによる会合
→夜出航の西オロワ号（米船籍船）

で横浜へ支援物資を運ぶ
水・調理用オーブン

避難者を乗せて神戸に戻る

9月4日より 避難者到着
〜9月9日（日）までに15,000人が避難

Japan Chronicle, The Great Earthquake
September 1st, 1923より



救援委員会による支援

救援委員会（Relief Committee）を設置

支援対策本部：オリエンタルホテル

• 医療・財務・兵站・衣料/緊急衣料・下船・登
録・住宅委員会を設置し対応

• 避難先
• オリエンタルホテル（軽症者）

• 神戸体育館劇場（ロシア難民）

• カナディアン・アカデミー

• English Mission School

• International Hospital（重症者）

神戸の外国人コミュニティが連携して受入支援



世界からの支援

◯二国間支援

• 世界 30カ国から約 2,211 万円(100億円以上相
当)という大規模な国際支援が提供された。

◯国際連盟(League of Nations)による

世界初の災害支援

• 第４回国際連盟総会（9/3〜ジュネーブにて開
催）にて日本への支援を協議

• 国際連盟経費分担率の軽減

• 図書の寄贈（東京帝国大学図書館）

「国際共助精神の顕在」（渋沢栄一）
今後国際の関係は一層親密を加ふる事必然である。私共は国際協調の理想
の決して夢ではない事を確知して、将来尚更に努力と熱心とを以てその実
現に尽す積りである。願はくは、国民挙つて一層努力したいものである。



1995年阪神・淡路大震災
• 阪神・淡路大震災当時の兵庫県の在留外国人は

97,257人。東京・大阪・愛知・神奈川に次いで在
留外国人人口が多かった。

• 国籍別に見ると、韓国・朝鮮、中国、インド、ベ
トナム、フィリピンの順。ベトナム人は、神奈川
に次ぐ居住先だった。

初瀬龍平, 被災外国人の類型化：分析のための覚え書き, 国際協力論集, 第５巻, 第3号, 1998,
pp.85-87に基づき作成

多様な外国人コミュニティ



外国人の避難をめぐる課題

• 阪神・淡路大震災は早朝の地震であった。外国
人も多数被災した。

• 被災した外国人の中には、避難所に避難した人
もいたものの、日本語が十分話せず、他の住民
との間でトラブルが発生するケースもみられた。

• 長田区にはベトナム人も多数居住していた。ベ
トナム人は難民のため、自国政府による支援は
ほとんど行われなかった。当初は避難所で生活
していたものの、南駒栄公園等のテント村に生
活の場を移す人がいた（最大時には170人）



被災外国人への支援

⚫相談窓口

• 1月19日に兵庫県警生田庁舎に外国人相談コーナーが設
けられた。

• 1月24日に兵庫県国際交流協会が「緊急外国人県民特別
相談窓口」を開設（英語・日本語）その後、中国語、ポ
ルトガル語、スペイン語の相談体制を整える。

⚫情報提供

• １月20日に地元のラジオ局Kiss-FMが英語による外国人
向けの震災放送を開始した。

●救援体制

• ボランティア等による外国人支援も行われた。

• カトリックたかとり教会を拠点とする「被災ベトナム人
救援連絡会」→神戸定住外国人支援センター(KFC ）



外国人支援体制拡充に向けて

• 防災基本計画（国）において、障害者、高齢者、
外国人を災害弱者（災害時要支援者）と位置付
け、支援体制を拡充する。

• 地域防災計画（兵庫県・神戸市）において、障
害者、高齢者、外国人を災害弱者（災害時要支
援者）と位置付け、支援体制を拡充する。

• 災害時の外国人に対する情報提供を行う。

• NHK英語による音声多重放送の実施。



2. 現在の災害時
外国人支援体制



日本の在留外国人

• 外国人入国者数は3,118万。
人（2019年）

• 在留外国人は203万3,656人。
• １位 中国 652,595人
• ２位 韓国 530,048人
• ３位 フィリピン 202,985人
• ４位 ブラジル 190,609人
• ５位 ベトナム 52,367人

• 在留資格は29種類。技能実
習生は増加傾向にある。

出所：法務省 http://www.moj.go.jp/



行政における外国人支援体制



北海道胆振東部地震

• 2018年9月6日（木）3：07

• 震源：胆振東部地方

• M.6.7（最大震度7）

• 死者44人、全壊469棟

震央分布図
（1997年10月1日〜2018年9月16日）

北海道胆振東部地震 震度分布図

地震調査研究推進本部「胆振東部地震の評価」平成30年9月6日より

ライフラインの状況
• 札幌市内全域停電（8日19時復旧）
• 断水
• 交通：JR運休（8日から運行再開）
• 航空：国内線7日/国際線8日再開



札幌市による外国人避難支援

札幌市における災害時の外国人支援体制

• 在留外国人：札幌市国際課国際交流担当

• 外国人観光客対応：観光・MICE担当

災害多言語支援センター準備・設置・運営に関する協定
（平成25年3月29日締結）

【目的】
札幌市地域防災計画に基づき外国人の避難、避難生活、生活復興を
支援する

【場所】
札幌国際プラザ内にセンターを開設

【業務内容】
• やさしい日本語と多言語による災害情報の発信
• 外国人の相談対応窓口
• 避難所巡回による外国人把握



外国人避難者対応状況
• 中央区の区役所からの連絡を受け、急遽都心部の

集客施設を観光客向けの避難所として開設。しか
し、非常用電源が2時間もたない。15時で閉鎖し
なければならない。

→追加で高校や他の集客施設を避難所として開設。

観光客向け避難所の開設状況

札幌市提供資料より作成



技能実習生の避難をめぐる課題

• 近年の豪雨災害では技能実習生が被害にあう事
例がみられる。

• 避難するように働きかけたものの「大丈夫、大
丈夫」となかなか避難しないケースもある。

2019年東日本台風の被災事例（郡山市）

被災した技能実習生の寮の様子写真：郡山地方消防組合提供



技能実習生の避難支援をめぐる課題

•日本語/英語が話せない人がいる。
•日本人コミュニティとの接点がほとんどな
い人がいる。

•災害についてよく理解していない人がい
る。（例）地震がほとんどない国もある。

•災害時の避難に関する情報を知らない人が
いる。

•避難に関する情報を得ても、どう行動すれ
ば良いのかを知らない。



3. 「いつも」と「もしも」を
つなぐ持続可能な防災



兵庫県高砂市
在日外国人向け災害対応研修会（2019.2.9)

在日外国人向け災害対応研修（高砂市）

非常用持ち出し袋の
中身は国によって違う

（フィリピン）
懐中電灯, Energy bar, 水, 充電器

レベルはわかりやすい！

• 高砂市国際交流協会・危機
管理室が共同開催

• やさしい日本語で説明

「ひなん」「ひなんしょ」を
知らない人がたくさんいる



北海道古平町 地区防災計画
（地域＋障害のある人・外国人）

http://www.town.furubira.lg.jp/

• 北海道留萌沖を震源とする地
震による津波による被害が想
定されている。

• 沿岸部には、水産加工工場、
商店・住宅地があり、多様な
人が生活している。



「いつも」と「もしも」をつなぐ

30

②多様なネットワークを活かす
「南京町では、春節祭の準備のために週に1回集まったりし
て、普段からコミュニケーションが取れていたんですよね。
何かあったら集まって、最善の動きをするということを震
災以前からしてきたので、あの時も動けたのだと思いま
す」南京町商店街振興組合理事長 曹英生さん

（広報紙KOBE 1995.1.17記事より）

日本人

外国人

①地域と外国人をつなぐ
コミュニケーターを
増やす
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